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新型コロナウイルス感染症対策についての要望書

＜災害対策関係＞

【避難所】

１ 市の指定避難所以外の避難所候補のリストアップをされたい。

（３密を避けるためにも、症状の出た避難者のためにも、可能な限り多く）

２ 感染症に対応した避難所運営マニュアルを作成されたい。

（できれば避難所ごとの運営マニュアルが望ましく、３密を避けた避難者のレ

イアウト、どの場所からどのように避難者を受け入れていくか、症状の出た

人のスペース等も決めて記載しておくこと）

３ 避難所設置、運営訓練を実施されたい。

（「避難所運営マニュアル資料集」に記載してある事を行う、とのことであるが、

それで本当に避難所を設置、スムーズな運営できるのかを、それぞれの避難

所で検証すること）

（地域の自主避難所も自主運営できるように指導すること）

４ 災害弱者に配慮した整備、及び間仕切りやベッド、消毒液等の備品を充実され

たい。

５ 台風シーズンに向けて、指定避難所におけるコロナ感染症蔓延防止対策の確実

な体制確保と実施をされたい。

６ 地域の自主避難所（一時避難所）を地域で決めておくよう指導されたい。

７ 自主避難所の自主運営マニュアルを作成する、又は作成するよう指導されたい。

８ 親せきや知人の家も避難先の選択肢の一つにしておくなど、避難先の選択肢を

広げておくよう指導されたい。

９ 在宅避難者が指定避難所での物資の受け取りで並ばないように、地域で取りま

とめ、できるだけ少人数で受け取りをしてもらう必要がある等、安全で効率的な

避難所運営をするために、早急に市と各地域との話し合いを始められたい。

（コロナ対策に限らず、これからの災害対策でも必要なことと考える）

１０ 災害時に開設する避難所ではウイルス感染が高まるため３密を防ぐ対策をさ

れたい。

１１ 女性への配慮を考え、避難所の女性専用のスペースを確保されたい。
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【行政体制】

１ 平素から各課の新型コロナウイルス感染症を含む感染症防止のための意識向

上や対策の強化、及び他部課との連携を行われたい。

（行政だけでなく、行政区との連絡調整等）

【市民周知】

１ 災害時における新型コロナウイルス感染症対策について、市民へのさらなる意

識啓発を行われたい。

（広報ほのか、防災無線の広報だけでなく、地域に対するハザードマップを活

用した出前講座や防災訓練の実施等）

＜救急体制関係＞

１ 必要な資材や車両の整備、救急車に同乗する家族等への２次感染等への対応を

行われたい。

＜広報関係＞

１ 新型コロナウイルス感染症に関する対策・支援（市民向け・事業者向け）を一

覧にした、わかりやすいチラシを制作・全戸配布されたい。（豊川市参照）

２ 庁内を横断した、市民対応ができる「ワンストップ！コロナ相談窓口」を開設

されたい。

３ 市民に対して新型コロナウイルス感染症に関する正しい情報を発信し情報共

有されたい。

４ 市民に向けて、感染リスクを高めないためのガイドラインを作成し改めて周知

徹底されたい。

＜市民生活関係＞

１ 一部の業種や市民に限らず、市民全体に対して公平公正な対策、支援が行き届

くよう配慮されたい。

２ 新生児に対しての市特別定額給付金給付事業を令和３年度以降も継続された

い。

３ 新しい生活様式を確実に実施するための、行政対応及び各種支援を行われたい。

４ 不安を抱えながら生活している妊婦の皆さんが安心して出産できるよう、健診

等を受診する際の交通手段の利用や家事援助サービスの利用、感染症対策のため

に必要な物品の購入など、それぞれの状況に合わせて活用いただくため、妊婦特

別給付金を講じられたい。
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５ 上水道の基本料金を６ヶ月分免除されたい。（市民・事業者）

６ 下水道使用料の基本料金を６ヶ月分免除されたい。（市民・事業者）

７ 合併浄化槽の清掃料金、点検管理料金に対する支援補助金を交付されたい。

＜生活環境関係＞

１ 公衆衛生の面で、貢献していただいている、可燃ごみの収集運搬事業者・し尿

及び浄化槽汚泥収集運搬事業者等の、健康と安全のため、業務に必要不可欠な感

染症予防対策に要する費用面のサポートについて考慮されたい。

２ 各地区の可燃ごみ収集所において、動物の食い散らかし等による散乱防止のた

めの対策（ネットやゲージなど）と、収集個所の清掃による衛生管理の強化を図

られたい。

＜感染予防関係＞

１ 高齢者など情報弱者の不安を払拭するため、新型コロナウイルス感染症に係る

繋ぎ窓口を各総合支所に設置するなど、体制の強化を図られたい。

２ 感染症予防対策に必要となる設備費用に係る補助制度を検討されたい。

３ 食料品、生活必需品販売店、コンビニでは、緊急事態宣言発令下においても多

くのアイデアと配慮により営業継続された。これらの取り組みが消費者を含む多

くの人の、さらなる感染症予防対策の教訓となるようにされたい。

４ 公共施設・教育機関・高齢者施設・障がい者施設等への消毒液の配布をされた

い。

＜経済支援関係＞

１ ウイズコロナ･アフターコロナを見据えた各種事業施策･イベント･観光･経済

活動の支援と確立のための施策を実施されたい。

２ 組合など団体向けでなく、農業従事者への価格補填等、直接的な支援を検討し

実施されたい。（米作、酪農等）

３ 観光業への支援として、安全安心な観光地をアピールする等、市独自の観光客

増加策や３密対策補助金の充実等を実施されたい。

＜医療関係＞

１ 市内医療機関･開業医等のコロナにおける影響調査と可能な支援を行われたい。
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２ 冬季に向けてインフルエンザとの同時流行を防ぐために、インフルエンザワク

チン接種の助成補助を行われたい。

３ 市民病院の医療機器購入をされたい。（蒲郡市の事例：予算規模は１２４０万

円）。

・コロナ遺伝子検査の「リアルタイム測定装置」を導入し、コロナの検査が１日

１４の検体可能。２時間で判定、手術患者の術前検査に活用できる。

・医療用陰圧式テントと空気感染隔離ユニットの導入で院内感染拡大を防止する

設備を整える事が出来る。

４ オンライン診療のさらなる充実と推進をされたい。

＜教育関係＞

１ 小中学校における校舎内（机、椅子、戸など）の毎日の消毒を教師が行ってお

り、教育面で大きな負担となっている。感染予防消毒清掃は業者に委託されたい。

２ 長期の休校により、再開した学校運営において、教師の多忙な状況の中で、児

童と向き合う時間をしっかり確保するためにも、スクールサポートスタッフの必

要性の高い学校に対して考慮されたい。

３ 夏休み前に行う個人面談の際に、休校の長期化や感染症の問題による社会環境

の変化の影響から、児童生徒自身とその家族が、困っていることなどについて、

可能な範囲で掌握していただき、まなびの保証や環境整備に必要な支援を的確に

把握されたい。

４ 小中学校において、少人数学級や土曜日活用など、学習指導要領の弾力的運用

で教育支援（ICT化の推進・オンライン授業等含む）をされたい。
５ 小中学校において警報発令時の一斉下校の際、各学校において一時集合場所、

受け渡し方法、保護者連絡等、新型コロナウイルス感染症予防となる対策を講じ

られたい。

６ 新城市の大学生（専門学生・大学院生）など、生活応援給付金（例・蒲郡市は

１人３万円）としての支給をされたい。（本人か学費負担者が市内在住）。

７ 熱中症対策と合わせて、日傘や帽子、速乾性シャツの利用、マスクは熱中症が

心配な時には外すことなど柔軟に検討されたい。

＜福祉関係＞

１ 市の福祉関係部署について、市民対応の必要性から分散化が困難な状況と見受

けられるので３密を避けるため機材設備等の充実を図られたい。

２ 保育施設において、感染症対応に負担が大きい職員に更なる福利厚生等の充実

を図られたい。

３ 福祉施設、介護施設、医療機関などにおいては、新型コロナウイルス感染症対
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策の用品が日常的に必要であり、今後の状況によっては不足する恐れがあること

から、調査のうえ充足支援を継続されたい。

４ 感染した場合の重症化リスクが高い高齢者の方々の支援を担っている高齢者

施設について、引き続き感染拡大の防止を支援継続されたい。

＜文化・施設関係＞

１ 市図書館の利用制限解除に向けての施策実施と電子書籍を導入されたい。

２ 市主催のイベント等については、感染症予防対策を実施されて市民の成果発揮

の場として開催されたい。

３ 文化施設利用については、段階的に再開されているものの公演中止など大きな

打撃を受けていることから、独自の支援策を検討されたい。

新城市議会


